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第１ 事業者選定基準の位置づけ 

本事業者選定基準は、九州地方整備局が本事業を実施する民間事業者を決定するにあたっ

て、もっとも優れた提案者を選定するための方法、評価基準等を示したものであり、応募を

希望する者に交付する募集要項と一体のものである。事業者選定基準で使用する用語の定義

については、募集要項に準ずるものとする。 

 

第２ 事業者選定の方法 

１．選定方法の概要 

事業者には、PFI や施設の建設、維持管理・運営の専門的な知識やノウハウが求められる。

選定事業候補者の選定にあたっては、公募型プロポーザル方式を採用し、提案を総合的に評

価するものとする。  

また、審査は応募者の資格、実績等の有無を判断する第一次審査と、応募者の提案内容等

を審査する第二次審査の二段階に分けて実施する。第一次審査における審査結果は、第二次

審査のための提案を提出できる有資格者を選定するためのものであり、第二次審査に第一次

審査の結果は影響しない。 

 

２．事業者選定の体制 

九州地方整備局が公募型プロポーザル方式を実施するにあたり、専門的見地からの意見を

参考とするために、有識者委員会を設置する。有識者委員会は、各応募者からの提案に対す

る審査結果案及び選定事業候補者の選定結果を九州地方整備局に報告する。九州地方整備局

はこれを受けて、選定事業候補者を決定する。有識者委員会の構成は以下のとおりである。 

 

有識者委員会 委員 

包清 博之 九州大学大学院芸術工学研究院教授 

亀崎 直樹 岡山理科大学生物地球学部教授 

（前・神戸市立須磨海浜水族園園長） 

香野 剛 公認会計士 

敷地 健康 弁護士 

田上 健一 九州大学大学院芸術工学研究院准教授 

（五十音順、敬称略） 
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第３ 審査の手順 

審査の手順は、以下のとおりである。 

 

 

第一次審査 

資格審査と実績審査を実施 

資格要件を満 

たしているか？ 

実績要件を満 

たしているか？ 

Yes 

欠格 
No 

No 

第二次審査 

事業提案により、 

提案の評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要求水準を満 

たしているか？ 

Yes 

No 

事業提案の審査 

（有識者委員会による 

得点案の作成） 

Yes 

欠格 

欠格 

得点 

（最高得点か？） 

選定事業候補者として選定 

Yes 

Yes 

不採用 
No 
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第４ 第一次審査 

第二次審査のための提案を行う応募者として適正な資格と必要な能力があると認められる

に値する実績を有するか否かを審査するものである。  

第一次審査の手順は以下のとおりである。 

 

１．資格審査 

応募者が募集要項等に示す資格要件を満たしているか否かの審査を行う。 

 

２．実績等審査 

応募者が募集要項等に示す実績等の要件を満たしているか否かの審査を行う。 

 

第５ 第二次審査 

公募型プロポーザル方式により選定事業候補者を選定するため、応募者の提案内容等を審

査するものである。 

 

１．第二次審査の手順及び方法 

第二次審査の手順は、以下のとおりである。 

 

（１）事業提案審査 

応募者からの提出書類の各様式に記載された内容（以下、「事業提案」という。）を審査

する。 

① 要求水準審査  

事業提案が関連する要求水準を全て満たしているかについて審査を行い、一部でも満

たしていない場合は欠格とする。  

② 事業提案審査  

優れた事業提案と認められるものについては、その程度に応じ、審査項目毎に得点を

付与する。事業提案審査による配点は 100 点満点とし、審査項目の配点については後述

する。  

１）有識者委員会における採点・審査結果案作成 

有識者委員会において、後述する審査項目の内容について優れた提案がなされている

かを審査し、３．（３）②審査項目等で示す評価の視点に基づいて各事業提案の採点を行

う。なお、事業提案に関して確認するため、応募者に対してヒアリングを実施する場合が

ある。 

有識者委員会は、採点結果をとりまとめ、審査結果案を作成し、九州地方整備局に提

出する。 

２）九州地方整備局による審査結果の決定 

九州地方整備局は、有識者委員会より報告された審査結果案を基に得点を決定する。 
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（２）選定事業候補者の決定等  

① 選定事業候補者の決定  

九州地方整備局は、事業提案審査により決定された得点を基に、選定事業候補者を決

定する。  

② 評価内容の公表  

九州地方整備局は、選定事業候補者を決定した後、有識者委員会の議事内容を参考に

審査項目について審議した内容を明確化し、事業提案に関する評価内容を公表する。 

 

２．事業提案の位置づけ 

応募者の提示した事業提案については、当該応募者との事業契約がなされる場合には、そ

の内容が反映されるとともに、事業者は、これを履行しなければならない。また、ヒアリン

グにおいてなされた事業提案に対する質問への回答についても同様とする。  

 

３．事業提案の審査方法 

（１）共通事項  

審査にあたっては、文章による提案を評価することを原則とする。提案に含まれたイメー

ジ図あるいは提示を求める図面（以下、「図面等」という。）は、文章による記載内容の妥

当性・現実性や各記載事項間での矛盾の有無を判断・確認するための補足資料であり、文章

による記載内容と図面等に矛盾がある場合、文章による記載内容が優先するものとする。 

 

（２）要求水準審査  

事業提案が要求水準を充足しないことがないか否かを、要求水準書を基に審査する。なお、

提案書類及び図面（様式）、提案において求める記載事項は様式集に示す。  

事業提案審査の流れ 

 
有識者委員会における審査結果案作成 

九州地方整備局による 

審査結果決定 

 

審査結果案作成 

採点について協議 

最終的な得点決定 



 

 5 

 

事業提案は、九州地方整備局が求める要求水準に対して、どのように対処するのかを具体

的かつ簡潔に記載することが求められる。九州地方整備局は、記載内容が要求水準を充足す

る妥当な方法、内容であると判断できる場合にこれを充足するものとして判断する。 

 

（３）事業提案審査  

① 評価（採点）方法  

審査項目毎に、評価の視点に基づき「段階評価」を行う。  

・事業提案が要求水準を満たしていることが前提であるため、要求水準を達成していれば

0 点とし、要求水準を超え、より良い提案がなされている場合に得点の付与を行う。  

・提案の内容に応じて 5 段階にて評価し、点数化する。 

 

5 段階評価の評価ランク、評価内容及び点数化の方法 

評価ランク 評価内容 得点割合 備考 

A 秀でて優れている 配点×100％ 
要求水準を上回り、秀でて優れた提案と

認められる場合 

B 優れている 配点×75％ 
要求水準を上回り、優れた提案と認めら

れる場合 

C 
いくつかの優れて

いる点を認める 
配点×50％ 

要求水準を満たした上で、更にいくつか

の加算すべき優れた点が認められる場合 

D 
わずかに優れてい

る点を認める 
配点×25％ 

要求水準を満たした上で、更にわずかに

加算すべき優れた点が認められる場合 

E 
要求水準を満たし

ている 
配点×0％ 

要求水準を満たしている提案と認められ

る場合 

  ※「優れている」とは、「業務理解度」「実施手順」「的確性」「項目間の整合性」「実現  

性」「独創性」等を着目点として評価する。
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② 審査項目等 

審査項目等は以下のとおりである。なお、審査項目に対する提案において、下記に示

す評価の視点以外の提案がなされた場合、有識者委員がその提案を評価すべきものと認め

たときには評価対象とする。原則として各審査項目は、対応する様式によってのみ評価を

行う。 

項目分類 審査項目 評価の視点 配点案 

事業の 

実施方針 

及び 

実施体制 

事業実施方針 

・ 本事業の特徴（独立採算であること、都市公園内の公園

施設であること、施設の立地条件等）への理解 

・ 事業を実施する上での目標及び重視する点 

3 

15 

実施体制・ 

スタッフ教育 

・ 各企業の専門性や実績等を活かした役割分担 

・ 事業全体のマネジメント方策 

・ 各業務の実施体制の方針 

・ 水族館運営業務の人員配置計画及びスタッフの教育方針 

5 

リスクへの対

応 

・ 各企業の専門性や実績等に応じたリスク分担 

・ 収入が想定を下回った場合の対応方針 

・ 付保する保険 

・ 業績不振・企業破綻時の事業継続方針 

・ その他想定されるリスク及び対応策 

3 

セルフモニタ

リング方策 

・ セルフモニタリングの手続き（構成企業間の相互チェッ

ク、利用者ニーズ・満足度の把握等） 

・ セルフモニタリング結果の反映方法 

2 

地域や環境へ

の配慮 

・ 周辺地域への配慮方針・方策（物品調達の考え方等） 

・ 事業実施にあたっての環境への配慮 
2 

資金調達 

及び 

収支計画 

収入及び支出

の見込み 

・ 需要予測に基づく収入想定 

・ 提案する事業実施方針を踏まえた支出想定 

・ 収支計画を上回る収益となった場合の収益の活用方策 

10 

25 

資金調達・ 

償還計画 

・ 資金調達・償還計画 

・ 予備的資金の確保 
5 

出 資 者 の 構

成・出資条件 

・ 出資金額、各構成企業の出資比率及び資金拠出への条件 

・ 十分な内部留保を確保する配当政策 
5 

資金不足時の

対応 

・ 資金不足時の資金調達方策 

・ 資金調達先、金額、返済方法 
5 
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項目分類 審査項目 評価の視点 配点案 

施設・展

示等計画 

修繕・更新計

画及び改修工

事 

・ 工事内容、金額、周期、時期等を含む修繕・更新計画 

・ 膜屋根更新等の大規模な改修工事の実施計画 

・ 修繕・更新計画を確実に実施するための方策 

・ 修繕・更新工事中の利用者へのサービスの提供に関する

配慮 

10 

30 

維持管理 
・ 予防保全の考え方に基づく施設維持管理計画 

・ 事故等発生時の対応方針 
3 

展示 

・ 提案する事業実施方針を踏まえた展示計画 

・ 事業期間中における展示内容の更新に関する方針 

・ 展示生物の解説 

10 

生物の飼育・

管理 

・ 生物の生態に応じた飼育方法 

・ 生物の調達方針 

・ 生物の病気・死亡時の対応方針 

5 

ユニバーサル

デザインへの

配慮 

・ ハード面及びソフト面におけるユニバーサルデザインへ

の配慮 
2 

企画・ 

営業計画 

利用促進・ 

広報 

・ 提案する事業実施方針を踏まえた営業時間・料金の設定 

・ 事業期間中における営業時間・料金の変更に関する方針 

・ 効果的な利用促進方策 

・ 広報戦略 

8 

10 

その他収益活

動 

・ レストラン・売店の営業形態及び営業方針 

・ 飲食物販業務における収支の想定 

・ 飲食業務における衛生対策 

・ その他収益活動方針 

2 

教育・ 

研究計画 

教育プログラ

ム 

・ 教育プログラムの実施方針 

・ 具体的な教育プログラム 

・ 他機関との連携方策 

10 

20 研究活動 

・ 研究活動方針 

・ 具体的な研究活動 

・ 他機関との連携方策 

5 

博物館機能の

発揮 

・ 海洋生態系に係る資料の整理・保管方針 

・ 出版物の発行に関する方針 

・ 企画展示の開催方針 

5 

計 100 

 


